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館内施設のご紹介

美術館をさらに楽しく利用していただくために、当館では展覧会
以外にも以下のような各種催しを実施しています。

全国の展覧会案内や、美術関係の図書、映像ソフト
などを無料でご利用いただけます。

神戸に生まれた近代日本洋画を代表する小磯良平、金山平三の２人の画家
の記念室では、年間を通じてそれぞれ代表作を中心に20数点を展示してい
ます。

金山平三《大石田の最上川》1948年頃

美 術 情 報
セ ン タ ー

80席あるゆとりの空間で、ゆったりとした時間をお
過ごしいただけます。レ スト ラ ン

オープンテラスもあり、お飲み物のほかサンドイッ
チなど軽食やケーキもご用意しています。カ フ ェ

当館オリジナルグッズやポストカード、美術図書など
を販売しています。

ミュージアム
シ ョ ッ プ

各種催しのご紹介

美術鑑賞をさらに深めていただくために、展覧会関
連の講演会を開催しています。また、ＫＥＮ－Ｖｉ文化
セミナーでは、著名な文化人をお招きした講演会を
催しています。

講 演 会

ガイドツアー
金・土・日曜日の午後１時から、ミュージアム・ボランテ
ィアによるコレクション展のガイドツアーを行ってい
ます（要コレクション展観覧券）。

日曜日の午前11時から、ミュージアム・ボランティア
による特別展の解説会を行っています（特別展開催
期間中：無料）。

展覧会鑑賞と制作を組み合わせた「こどものイベン
ト」やアーティストによるワークショップなどを、月に
１～２回行っています。

解 説 会

こどものため
のプログラム

ミュージアムホールで、月に１回程度劇場映画上映
会を行っています。映 画 会

自分でも作品づくりをしてみたい方のための実技講
座を実施しています。美 術 講 座

館内の様々なスペースを利用した多彩なコンサー
トを週末に（年間約50回）開催しています。

※くわしい内容やスケジュールについては、当館の情報誌『ＨＡＲＴ』やホー
ムページ、催しごとのご案内をご覧ください。

コ ン サ ート

表紙　吉村益信《豚・pig lib;》1971年 山村コレクション
フランスのグラフィック・デザイナー、レイモン・サヴィニャックによる、胴体がハム
になった豚をコミカルに表現したハム会社のためのポスターに着想を得た作品。
女性解放運動のウーマン・リブになぞらえて「豚の解放」としたタイトルと、剥製を
用いたリアルな造形によって、豚を食料の原料としてのみ見る現代社会を鋭く風
刺している。

展覧会のご案内
〈2019年度〉

2019.4　　2020.3

小磯良平《斉唱》1941年

【最新プロジェクト
　Bourse de Commerce　模型】

【震災復興プロジェクト
　兵庫県立美術館＋神戸市水際広場　模型】

第2展示棟外観

吉村益信《豚・pig lib;》1971年 山村コレクション

※掲載されている作品が展示されていないこともありますので、ご了承ください。

美術館ご利用案内

■開館時間
午前10時～午後６時（入場は午後５時30分まで）
夜間開館　特別展開催中の金・土曜日
　　　　　午前10時～午後８時（入場は午後７時30分まで）
　　　　　※ただし、美術情報センターの利用時間は午前10時～午後６時

■休館日
月曜日（祝休日の場合は翌日）ただし４月30日（火）は開館
年末年始（12月31日、１月１日）
メンテナンス休館（１月２日～１月10日）

■観覧料金
●特別展　展覧会によって異なります。
●コレクション展（収蔵品によるテーマ展・館外作品を中心とした小企画展）
　一　般／500（400）〈300〉円
　大学生／400（300）〈200〉円
　（　）は20名以上の団体、〈　〉は特別展セット割引料金です。
※高校生以下無料。
※障がいのある方（70歳以上を除く）は各観覧料金の75%割引、その介護
　者（１名）は無料。
※70歳以上の方は一般料金の半額。

■交通アクセス
電車　○阪神岩屋駅（兵庫県立美術館前）から南へ徒歩約８分
　　　○ＪＲ灘駅南口から南へ徒歩約10分
　　　○阪急王子公園駅西口から南西へ徒歩約20分

バス　○ＪＲ三ノ宮駅から、阪神バス「ＨＡＴ神戸行き」、神戸市バス「101系統」
　　　　「29系統」にて約15分、「県立美術館前」下車すぐ

　 車 　○阪神高速３号神戸線「摩耶ランプ」から「摩耶ランプ南」交差点を西へ
　　　　　「摩耶ランプ」から約５分
　　　○国道２号から「岩屋中町４」交差点を南へ
　　　○地下有料駐車場　乗用車80台
　　　○団体バス待機所　要事前予約

兵庫県立美術館－「芸術の館」－
〒651‒0073　神戸市中央区脇浜海岸通１‒１‒１［ＨＡＴ神戸内］

ＴＥＬ 078‒262‒0901　ＦＡＸ 078‒262‒0903
ｈｔｔｐs：//ｗｗｗ．ａｒｔｍ．ｐｒｅｆ．ｈｙｏｇｏ．ｊｐ/

30教 Ⓟ 2-029A4 

当館では、前身である県立近代美術館時代から国内外の彫刻、版画のほか
兵庫ゆかりの作家を中心に、日本の近現代美術を収集してきました。
この展示では、１年を３期に分けて、収蔵品によるテーマ展・館外作品も含む
小企画を開催します。（詳細は裏面）
小企画
常設展示室の一角を使った企画展。所蔵作家に外部からの借用作品を加え
ることで、テーマ性を持った展示を行います。
特　集
特定のテーマにしたがって所蔵作品を展示し、美術鑑賞に新しい視点を打ち
出します。
※３期を通じて以下の展示も行います。

コレクション展

建築家・安藤忠雄氏
の作品模型等を展示
する施設が、2019年
５月下旬にオープン
します。

　小磯良平記念室・金山平三記念室（常設展示室2階）

第2展示棟（Ando Gallery）
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※●は休館日です。 ※メンテナンス休館（１/２～１/10）※年末年始休館（12/31、１/１）

特別展
カレンダー

2019.4～2020.3

没後130年　河鍋暁斎
Kyosai Kawanabe

幕末から明治初年にかけて活躍した河鍋暁斎（1831－1889）の没
後130年を記念して開催します。当時の文化的ネットワークや交流を
もとに、暁斎は屏風、掛軸、絵馬、引き幕といった多彩な作品世界を
生み出しました。暁斎が手がけた錦絵、挿絵本、工芸品、さらには下
絵や写生もあわ
せて、およそ200
点を展示します。
鬼才暁斎の魅力
と才能の全貌に
迫るまたとない
機会です。

河鍋暁斎 《九尾の狐図屏風》
二曲一隻　明治3年(1870)以前
河鍋暁斎記念美術館蔵

ピエール＝オーギュスト・ルノワール
《幼年期（ジャック・ガリマールの肖像）》1891年　
吉野石膏コレクション

フィンセント・ファン・ゴッホ
《糸杉》1889年　メトロポリタン美術館蔵
The Metropolitan Museum of Art, 
Rogers Fund, 1949(49.30)

元永定正《タピエ氏》1958年
いずれも当館蔵（山村コレクション） © 創通・サンライズ

４月６日(土)～５月19日(日)

印象派からその先へ
－世界に誇る吉野石膏コレクション
Impressionism and Beyond: 
Master Paintings from the Yoshino Gypsum Collection

山形県発祥の大手建材
メーカーが1970年代から
美術作品を収集し形成し
た吉野石膏コレクション
は、今では国内有数の質
と量を誇るまでに成長し
ました。本展ではそのうち
19－20世紀フランス近代
絵画を中心に展観しま
す。モネ、ルノワールら印
象派をはじめ、シャガール
などエコール・ド・パリの作
家を含め約70点の珠玉の
作品が紡ぎ出す魅惑的な
コレクションにどうぞご期
待ください。

６月1日(土)～７月21日(日)

ICOM京都大会開催記念
山村コレクション展（仮題）
Yamamura Collection

西宮市に在住された企業家、山村德太郎氏（1926－1986）が収集
し、1987年に当館に一括収蔵された現代美術の作品群「山村コレク
ション」。「アブストラクトと人間くさい前衛のはざま」をテーマに、
1950年代から80年代にかけて集められ、現在では国際的に評価の
高い作品も多数含まれるこのコレクションを、約20年ぶりに一挙公
開します。

８月3日(土)～９月29日(日)

富野由悠季の世界
The World of Tomino Yoshiyuki: 
A Retrospective of Legendary Anime Director

「鉄腕アトム」の演出でアニメ界にデビューし、「機動戦士ガンダム」、
「ガンダム Ｇのレコンギスタ」などのガンダムシリーズ、「伝説巨神
イデオン」、「聖戦士ダンバイン」といった数多くのオリジナルアニ
メーションの総監督を務め、国内外のアニメーションに多大な影響
を与えてきた、富野由悠季監督（1941－　）のこれまでの仕事を回
顧、検証する初の展覧会です。日本のアニメ界をけん引し全世代に
ファンを持つ富野監督作品の魅力を余すところなく紹介します。

10月12日(土)～12月22日(日)

共催展
日本･ポーランド国交樹立100周年記念　サンテレビ開局50周年記念
ショパン －200年の肖像
10月12日（土）～12月１日(日)
会場：当館ギャラリー棟３階
今も世界中で愛され続ける、ポーランド出身の作曲家ショパン（1810－49）の人生と音楽を、多彩な美

術作品と直筆の楽譜や手紙などの貴重な資料とともに紹介する展覧会です。

共催展

不思議の国のアリス展
３月16日（土）～５月26日(日)
会場：当館ギャラリー棟３階
本展は「不思議の国のアリス」の原点や、現代に至るまで様々な分野に
影響を与え続けるこの物語の魅力を、日本初公開を含む貴重な作品とと
もに紹介します。

注目作家紹介プログラム
― チャンネル10 ―　入江早耶展（仮題）
11月23日（土･祝）～12月22日（日）
会場：当館ギャラリー棟1階アトリエ１
現在活躍中の作家を紹介するシリーズの第10回として、入江
早耶（1983－　）の個展を開催します。日常に流通している二次
元のイメージを立体化したユニークな作品で知られる入江氏
の新作を展示します。 入江早耶《形象八景》2017年

ルイス・キャロル《切手ケース》1891年頃
Lewis Carroll, The Wonderland postage stamp case, The Rosenbach, Philadelphia

ゴットフリート・エンゲルマン版画、ピエール＝ロシュ・ヴィニュロン原画《フリデリク・ショパンの肖像》1833年
Photo:Waldemar Kielichowski　© Narodowy Instytut Fryderyka Chopina
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境界のむこう
Boundaries

私たちのまわりにはさまざまな境界が存
在するようです。それは、ときに乗り越える
ことが困難であり、ときにその線引きによっ
て守られているものもあるのではないでし
ょうか。作品に表現されている境界を通し
て、自分がいるこちら側と、むこうにある世
界を見つめることを試みます。

３月16日(土)～６月23日(日)

浅原清隆《海を見た》1937年

小
企
画

美術の中のかたち －手で見る造形
八田豊展（仮題）
Form in Art ― Perceiving with the Hand　Hatta Yutaka

1989年に始まった触覚で作品を楽しむことができるこの企画。30回
目の今年は、八田豊（1930－　）の作品をご紹介します。1990年代に作
家が着手した「流れ」シリーズ
は、指先から伝わる感覚のみ
を頼りに、細かく割いた楮等
を平面に貼りつけた作品で
す。目にも美しいこれらの作
品に触れることで、作家が手
で見た風景をぜひ追体験し
てみてください。

７月６日(土)～11月10日(日)

特
集
1

新収蔵作品展（仮題）
New Acquisitions

平成30年度の新収蔵品を展示するとともに、特別展「山村コレ
クション展」の開催にあわせ、その関連作品を紹介します。

特
集
2

没後80年　村上華岳（仮題）
Murakami Kagaku

小
企
画

11月23日(土･祝)～2020年３月１日(日)

マルセル・デュシャン
《トランクの中の箱》1966-71年　滋賀県立近代美術館蔵
© Association Marcel Duchamp/ADAGP, Paris & JASPAR, Tokyo. 2019 C2634 金山平三《さびれたる寛城子》1918年
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再考？最高？
－世界に誇れるか!?兵庫県美コレクション（仮題）
Rethinking about the Best Collection of the Hyogo Prefectural Museum of Art

村上華岳《墨牡丹》1932年
【参考図版】
八田豊《流れ 08-18》2008年 作家蔵

塩売りのトランク（仮題）
 Une Valise du Marchand du Sel

2019県展
８月３日（土）～８月24日（土）
会場：原田の森ギャラリー
 本館２階大展示室
兵庫県内で美術制作に励む方々の発表の
場として続いてきた公募展です。作品規定は
4月中に県内各所で配布予定です。たくさん
のご応募とご来場をお待ちしています。

マルセル・デュシャン（1887－1968）による《トランクの中の箱》は、彼
自身の主要作品のミニチュアや写真複製等で構成されています。革
製のトランクに全ての要素を
収納することができ、「持ち運
びできる小さな美術館」（デュ
シャン）として作られています。
このデュシャンの言葉を文字通
り受け取るひとつの方法とし
て、本企画では作品中の個々
の要素の提示を試みます。

特
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展

ゴッホ展（仮題）
Van Gogh

画家を志してから約10
年の間に、ゴッホ（1853－
1890）は過去の巨匠たち
の作品に加え、同時代の
芸術家からも熱心に学び
ました。本展では、ゴッホに
自然に倣って描くことを手
ほどきしたハーグ派の画
家たち、また、その後に鮮
やかな色彩の効果を伝え
た印象派の画家たちを取
り上げ、それらの影響を受
けながら、ゴッホが独自の
様式をどのように形成して
いったかをご紹介します。

2020年１月25日(土)～３月29日(日)

兵庫県ゆかりの日本
画家、村上華岳（1888－
1939）の没後80年を記
念し、当館所蔵の作品
を通してその画業を回
顧します。

斎藤義重《ペンチ》1967年

全国2番目の公立近代美術館として1970年10月に開館した兵庫県
立近代美術館を前身に、当館は現在地に移転・館名変更後も引き続き
コレクションの充実に努めてきま
した。本展では約50年にわたり築
きあげてきた当館コレクションを、
その収集方針や果たしてきた役割
といった点から再考し、「コレクショ
ン最高！」と思える機会にしたく、ど
うぞご期待ください。
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